主な改正内容
１.伴走支援型特別保証融資の一部改正
　全国統一の「伴走支援型特別保証」の貸付対象者、貸付限度額拡充に伴い、県の｢伴走支援型特別保証融資｣の制度要綱を以下内容に改正。

・限度額を４，０００万円から６，０００万円に引き上げ。

・セーフティネット保証４・５号に加えて一般保証を追加。

・危機関連保証の指定終了に伴い、同保証に関連する部分を削除。

・セーフティネット保証５号の売上高等減少要件に「前年同月とコロナ前同月比１５％以上減少」を追加。

・セーフティネット保証５号（減少率１５％未満の者）又は一般保証を利用する事業者の売上高等減少率を確認するため「売上高減少要件確認書」（保証協会様式）の添付を規定。
・責任共有制度の対象となるセーフティネット保証５号、一般保証を利用する場合の貸付利率を「２．１７％以内」に変更（他の県制度と同様に責任共有外制度に適用する貸付利率＋０．２０％）。
